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松本盆地は、北アルプスと筑摩山地に挟まれた南北50km 東西10km の細長い盆地です。 

その出口は、安曇野市に位置する犀川、高瀬川、穂高川の合流部（以下、三川合流部と呼びます。）にあり、松本盆地全体の表流水と
地下水は、全て安曇野市の三川合流部に集まってきます。 
松本盆地には、河川が搬送した最大厚さ400ｍに及ぶ砂礫層が分布しています。砂礫層は間隙に富み豊富な地下を貯える能力を有し、
地下水の器として機能しています。 
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松本盆地は、三川合流部（標高520ｍ）を出口とする深い水がめとなっています。 

地下水流動と湧水のメカニズムは、①絶え間ない涵養により、②地域の地下水位が上昇する一方、三川合流部の出口の地下水位の高さは
ほとんど変化しないので、③涵養量に応じた三川合流部へ向かう地下水面の傾きが生じます。傾いた地下水面は水平に戻ろうとしますが、
毎年新たな涵養があるため、一定の傾きで均衡します。この一定の傾きに応じた④地下水流動が生じ、⑤地下水を押し出すことで、⑥三川
合流部の湧き水が生じることとなります。 

この流動は、深い水がめの地下水にも及びながら、長い年月をかけ、ゆっくりと流動し、地域の地下水利用を支えながら、三川合流部へ至り、
湧き水として河川へ戻ってきます。 

4 



松本盆地の地下水は、市民生活や産業活動を支えています（写真2.2）。また、安曇野市の三川合流部や松本市の奈良井川左岸では、
湧き水を利用したわさび栽培が盛んです。 
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地下水位と湧出量は、長期的な低下・減少傾向を示しますが、ここ10 年ほどは横ばいとなる箇所も認められます。 
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地下水位低下の影響で、環境省選定名水百選「安曇野わさび田湧水群」の碑が立つ「憩いの池」の水がかつて枯渇したことがあります。 
※現在は、再び豊富な地下水が湧き出ています。 
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わさび業者からの声をきっかけに安曇野市は地下水保全の取組を加速化いたしました。 
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実現性と具現性の高い「安曇野市水環境基本計画」の策定に寄与するため、①見えない地下を見えるようにする可視化②計画
立案に必要となる定量化に着目し、それぞれ調査・検討・解析を行いました。 
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上記①～⑤を明らかにすることを目的に調査を実施しました。 
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山地は盆地の倍ほどの降水があり、松本盆地の地下水を育む降水の多くは、盆地外の山地から河川を流下してくる盆地以外の水
です。 
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地下水は、水循環における一連の水の動きの中で、地中に一時的に蓄えられたものであり、表流水に比べてゆっくりとした時間軸での流
動を特徴としています。 

山地や盆地に降った雨（降水）は、一部が大気に戻り（蒸発散）、一部が土地から地下に浸透し（土地浸透）、残りが沢や道路側溝をとおっ
て（表面流出）、梓川や高瀬川といった大河川のほか、烏川や黒沢川といった中小河川に至り、河川水として流れていきます。河床は水を
通しやすい砂礫地盤からなるため、ここを流れる河川水も地下浸透し、これを河川伏没と呼びます。また、農業用水路を経由し、水田水と
して地下浸透（水田涵養）する水もあります。 

地下水は、これら「土地浸透」、「河川伏没」または「水田涵養」の３つの経路のいずれかの形態で地下浸透し、地下に貯えられることとな
ります。 

安曇野市では、土地浸透と河川伏没だけでなく、水田からの涵養水が、地下水の重要な涵養源となっています。これらの水の一部は市
外からの表流水により賄われています。また、市外から地下水として流入する量も豊富です。 
平成26年度の安曇野市内の地下水浸透量を推定すると上記のとおりで、河川伏没量と水田涵養量が同程度、地下水浸透に寄与してい
ることが分かります。 
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松本盆地には平成26 年現在、約9,600ha の面積で水稲作付されており、約2.4 億ｍ3/年の地下水供給があると推定されます。この
水田涵養は、松本盆地の地下水位を最大10ｍ以上上昇させ、安曇野市内でも5～10ｍの上昇に寄与しています。 
この地下水位上昇により、三川合流部における湧出量も増加し、その量は、年間5.84億ｍ3/年（平成26 年値）の30％程度（約1.75 
億ｍ3/年）と見積もられます。 
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水稲作付面積の減少により、水田による地下水涵養量は大きく減少しました（最近は横ばいです。）。 
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地下水賦存量とは、地下に貯えられた地下水の量です。 
安曇野市には55億トン程度の地下水があります。この地下水は以前減少傾向でしたが、現在やや増加気味です。 
ただし、盆地全体では減少傾向が続いています。 
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地下水は盆地を流れ安曇野市に集まってきますが、その流動経路や年代を安曇野市を含む流域広くで調査しました。その調査位
置を示した図面です。 
採水試料は、井戸66検体、河川24検体、水田8検体、雨水8検体で合計107検体を採水しました。 
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調査の結果、井戸などから得られる地下水の起源は河川水および水田水である一方、湧水の起源は河川水の傾向が強いこ
とが分かりました。 
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左は調査位置毎の流動を線で表現した図で、右は調査位置毎の水の年齢を示した図です。 
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例として２地点（高瀬川の川底湧水、安曇野わさび田湧水群の湧水）の年齢などを示します。 
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右図に示す断面線で盆地の東西方向を模式化すると左図のようになります。地下水が東に流動するにつれ、古くなってくるのが
分かります。 
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安曇野市では条例に基づき地域の水利用実態を毎年把握してます。平成25年時点で年間3663万トンの地下水が揚水されています。
地区毎に見れば地下水位の浅い穂高での利用が多いのが特徴です。 

22 



地域の揚水実態はこれまで明らかにされていませんでしたが、統計資料等を利用し過去を遡り推計したのがこの図です。安曇野
市と松本盆地の揚水量は過去増加しましたが、最近は減少傾向にあると推計されます。 
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安曇野市の水収支を把握する上で、三川合流部でどのくらいの地下水が湧き出しているのかを把握するのが重要でした。その
ため、三川合流部の上下流で河川流量を観測し、その流量差を湧き出し量として調査しました。 
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25 

調査状況です。信州大学の学生さんが調査されました。 



湧き出し量（湧水量）は三川合流後の流量（Q1）から三川合流前の各河川の流量（Q2～Q5）の総和を引くことで求めました。 
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結果は平成28年7月8日が日量159万トン、平成28年9月15日が日量227万トンと算出されました。 
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調査はいずれも流域の降水量が多く湧出量も多い時期で年間最大量と位置づけられます。年間の湧出量を推計するのに、年間
最小量も推計する必要があります。これをサインカーブで仮定推計し、年間湧出量として5.84億トンを推計しました。 
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この5.84億トンの妥当性を、安曇野わさび田湧水群で把握された流動経路長と流出時間とで検証しました。結果、概ね整合し、
水収支を検討する上で重要な値が取得できたこととなります。 
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地下水解析で作られた仮想の松本盆地において、地下水の流れを流線（青い線）で可視化したものです。地下水が三川合流部に位置
する安曇野市に集まってくる様子が分かります。 
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安曇野市を拡大しました。周りの山地からだけでなく、梓川からの地下水の流れが盛んなことが読み取れます。 
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水収支とは、「ある領域」の「ある期間」の水の出入りの差し引きを表したものです。 

安曇野市は、松本盆地という流域の一部であり、上流からの流入を考慮する必要があります。よって、松本盆地の最下流部に位置す
る安曇野市の水収支を考えるに当たり、以下の考え方を導入しました。 
【ある領域】 
・「ある領域」は「安曇野市」とする。 

・安曇野市は松本盆地の最下流部に位置するため、「市外から流入する地下水」と「市外から表流水経由で流入する地下水」を組み込
み、上流からの地下水供給を見える化する。 
【ある期間】 

・「ある期間」は、地下水（地下水位，湧出量，地下水賦存量）が降水量の季節変化に調和して変化し、基本的に１年間で元に戻るとの
考えが一般的であることから、「１年間」とする。 
・松本盆地は広大であるため、涵養とこれに伴う地下水湧出の均衡に1 年以上の期間を要する可能性はあるが、「近年の地下水位、
湧出量、地下水賦存量が概ね横ばいである」と判断し、「平成26 年」の水収支を「±０」とする。 
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地上部における降水は、一部が地表を流れ（表面流出）、地表に貯まった水は蒸発し（蒸発散）、残りがその土地から地下へ浸透
します。安曇野市では、このような浸透（土地浸透）以外に、河川からの伏没や水田からの涵養により地下水が育まれています。 
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平平成26年時点の水収支の算出結果を示します。その結果、水収支は均衡しました。この結果は、近年、安曇野市の地下水量があま
り変化していないことからも妥当です。 

安曇野市では、土地浸透と河川伏没だけでなく、水田からの涵養水が、地下水の重要な涵養源となっています。これらの水の一部は市
外からの表流水により賄われています。また、市外から地下水として流入する量も豊富です。 
水収支からは、これら市内外の恵みを受け、三川合流部での豊富な湧き水（5.84 億m3/年）が生じていることが分かります。 
具体的には、安曇野市内は、3つの経路（河川伏没（0.79億m3/年）、土地浸透（0.52億m3/年）、水田涵養（0.79億m3/年））で浸透する
地下水（2.1億m3/年）だけでなく、市外から流入する地下水（4.08 億m3/年）があるため、地下水としての流入量の総計は6.18 億m3/年
に達します。このうち、安曇野市で0.34 億m3/年が揚水され、残り5.84 億m3/年が三川合流部で湧水として湧き出すこととなります。 
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過去の水収支はどうなっていたのでしょうか。その結果を示したのがこの図です。図からは過去大きくプラスであったものが、マ
イナス気味となり、近年均衡傾向にあることが分かります。 

36 



この傾向は、「水田涵養量が【過去多→減少→現在横ばい】」と「地下水揚水量が【過去小→増加→横ばい→現在減少】」となっており、
これらの差分が「過去多→減少→近年横ばい」となっていることと符合します。よって、安曇野市における水収支は、水田涵養量を増
やし地下水揚水量を減らすことでプラスを維持できると言えます。 
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地下水解析では、見えない地下水を可視化することを目的の1つとして実施しました。 
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地下水解析モデルの全景です。水の通りやすさや貯えやすさに着目し、地質を区分しています。 



解析結果の一例として、現在の延長線上にある将来（昔のように水田が減少する場合）を示します。影響は松本盆地全体に広がり、
水位の低下や湧出量の減少が予測されます。 
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解析結果の一例として、選択する未来（安曇野市で取り組んでいる麦後湛水の拡大）を示します。麦後湛水実施地域での水位上昇
だけでなく、湧出量の増加も予測されます。 
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今回、計画上の閾値を検討しました。閾値は、「わさび栽培に影響を及ぼさない値」とし、わさび栽培者から提示された水位低下
量１ｃｍを「満足する地下水揚水量」としました。本ページには安曇野市の揚水位置とわさび栽培範囲を示しています。 
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地下水解析で解析したところ、現在の揚水量年間3663万トンの1.2倍（4396万トン）まではわさび田分布域での地下水位低下量が
１ｃｍに達せず「満足する地下水揚水量」と解析されました。この結果から安曇野市における計画上の閾値として「年間4300万トン」
を設定しました。 
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最後に水環境保全を進めていく上での計画上の目標値を提案しました。取組可能な最大規模に対し実現性や費用も念頭に高位～
低位の場合分けをし検討した結果、年間300万トンを目標量としたものです。 
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